
　

こ
の
議
案
は
、
引
き
続
き
、
納
税
者
の
税
負
担
の
緩
和
を
図
る
た

め
、
都
市
計
画
税
の
税
率
に
か
か
る
特
例
措
置
を
継
続
す
る
も
の

　

こ
の
議
案
は
、
﹁
都
市
計
画
税
の
税
率
は
、
地
方
税
法
で
１
０

０
分
の
０
・
３
を
超
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
規
定
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
を
受
け
、
本
市
で
は
、
府
中
市
都
市
計
画
税
条
例
で
、
税
率

を
１
０
０
分
の
０
・
３
と
定
め
て
い
る
が
、
納
税
者
の
税
負
担
を

緩
和
す
る
た
め
の
特
例
措
置
と
し
て
、
条
例
付
則
で
平
成
15
年
度

分
の
税
率
を
、
１
０
０
分
の
０
・
２
と
規
定
し
て
い
る
。

　

こ
の
特
例
措
置
の
適
用
が
平
成
15
年
度
で
終
了
と
な
る
の
で
、

引
き
続
き
、
平
成
16
年
度
分
の
都
市
計
画
税
に
つ
い
て
も
こ
れ
を

継
続
し
、
納
税
者
の
税
負
担
の
緩
和
を
図
る
も
の
﹂
等
の
説
明
が

あ
っ
た
。

　

委
員
か
ら
、
﹁
今
後
は
適
正
な
税
負
担
を
検
討
さ
れ
る
こ
と
を
要

望
し
、
本
案
に
賛
成
す
る
﹂
等
の
意
見
が
あ
っ
た
。

　

審
査
の
結
果
、
本
案
に
つ
い
て
は
、
全
員
異
議
な
く
、
原
案
の

と
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
た
。

　

こ
の
議
案
は
、
児
童
が
心
身
に
障
害
を
有
す
る
場
合
の
学
童
ク

ラ
ブ
の
入
会
資
格
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
、
小
学
校
４
年
生
ま
で

で
あ
っ
た
も
の
を
、
市
長
が
特
に
必
要
と
認
め
た
場
合
、
小
学
校

５
・
６
年
生
ま
で
延
長
で
き
る
よ
う
、
所
要
の
改
正
を
行
う
も
の

　

質
疑
に
対
し
て
、
﹁
他
市
の
状
況
は
、
障
害
児
の
６
年
生
ま
で

の
受
入
れ
を
行
っ
て
い
る
市
が
４
市
、
中
学
生
ま
で
行
っ
て
い
る

市
が
１
市
と
な
っ
て
い
る
﹂
、
﹁
利
用
者
の
増
加
に
対
し
て
は
、
全

体
で
、
待
機
児
の
な
い
よ
う
整
備
を
進
め
て
お
り
、
来
年
度
も
対

応
で
き
る
と
考
え
て
い
る
﹂
等
の
答
弁
が
あ
っ
た
。

　

委
員
か
ら
、
﹁
障
害
児
の
受
入
れ
に
つ
い
て
、
学
年
延
長
が
可

能
な
制
度
に
な
っ
た
こ
と
は
、
現
状
の
ニ
ー
ズ
に
合
う
よ
う
に
な

っ
た
と
評
価
し
、
本
案
に
賛
成
す
る
﹂
、
﹁
現
在
の
５
年
生
に
つ
い

て
も
、
要
望
が
あ
れ
ば
、
市
長
の
裁
量
で
受
け
入
れ
て
い
た
だ
き

た
く
要
望
す
る
﹂
等
の
意
見
が
あ
っ
た
。

　

審
査
の
結
果
、
本
案
に
つ
い
て
は
、
全
員
異
議
な
く
、
原
案
の

と
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
た
。

　

こ
の
議
案
は
、
府
中
市
若
松
町
４
丁
目
35
番
地
に
お
い
て
、
府

中
市
営
第
六
若
松
町
住
宅
改
築
工
事
を
施
行
す
る
も
の

　

こ
の
議
案
は
、﹁
工
事
の
主
な
内
容
は
、
住
戸
２
棟
と
集
会
所

の
建
設
工
事
で
、
延
べ
床
面
積
は
１
８
７
３
・
６
９
㎡
で
あ
る
﹂
、

﹁
契
約
金
額
は
２
億
３
５
２
０
万
円
で
仮
契
約
を
締
結
し
て
い
る
。

工
期
は
平
成
17
年
３
月
18
日
ま
で
で
あ
る
﹂
等
の
説
明
が
あ
っ
た
。

　

質
疑
に
対
し
、﹁
障
害
者
の
関
係
で
、
風
呂
に
入
る
車
椅
子
用

の
リ
フ
ト
は
、
利
用
者
が
後
か
ら
取
り
付
け
ら
れ
る
構
造
に
な
っ

て
い
る
﹂
、﹁
環
境
へ
の
配
慮
は
、
シ
ッ
ク
ハ
ウ
ス
対
策
と
し
て
、

ホ
ル
ム
ア
ル
デ
ヒ
ド
を
含
ま
な
い
製
品
等
を
使
っ
て
い
る
﹂、﹁
直
近

の
市
営
住
宅
の
申
込
み
状
況
は
、
平
成
15
年
度
で
40
・
４
倍
で
あ

る
﹂
等
の
答
弁
が
あ
っ
た
。

　

委
員
か
ら
、
﹁
予
定
価
格
の
３
分
の
２
の
額
で
大
丈
夫
な
の
か
、

十
分
な
施
工
管
理
を
し
て
ほ
し
い
﹂
等
の
意
見
が
あ
っ
た
。

　

審
査
の
結
果
、
本
案
に
つ
い
て
は
、
全
員
異
議
な
く
、
原
案
の

と
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
た
。

　

こ
の
議
案
は
、
建
築
基
準
法
の
規
定
に
基
づ
き
、
建
築
物
の
敷

地
、
構
造
及
び
用
途
に
関
す
る
制
限
を
定
め
る
こ
と
に
よ
り
、
適

正
な
都
市
機
能
と
健
全
な
都
市
環
境
を
確
保
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
、
制
定
す
る
も
の

　

そ
れ
ぞ
れ
の
条
文
ご
と
に
詳
細
な
説
明
を
受
け
た
後
、
質
疑
に

対
し
、
﹁
地
域
ま
ち
づ
く
り
条
例
と
の
関
係
は
、
き
め
細
か
な
ま

ち
づ
く
り
の
構
想
の
よ
り
具
体
的
な
実
現
の
た
め
に
、
地
区
単
位

の
地
区
計
画
を
都
市
計
画
決
定
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。
こ
の
地

区
計
画
に
お
い
て
条
例
を
制
定
す
る
こ
と
が
、
建
築
物
の
制
限
に
、

よ
り
実
効
性
を
与
え
る
と
考
え
る
﹂
、
﹁
付
則
の
小
柳
町
の
条
例
の

関
係
は
、
既
に
多
磨
町
と
同
様
の
条
例
が
制
定
さ
れ
て
お
り
、
そ

の
後
、
建
築
基
準
法
の
規
定
が
改
正
さ
れ
、
罰
則
金
の
上
限
が
引

き
上
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
本
条
例
の
制
定
に
あ
わ
せ
、
罰

則
金
の
上
限
を
改
正
す
る
も
の
﹂
等
の
答
弁
が
あ
っ
た
。

　

審
査
の
結
果
、
本
案
に
つ
い
て
は
、
全
員
異
議
な
く
、
原
案
の

と
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
た
。

第
59
号
議
案

府
中
市
都
市
計
画
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

総

務

委

員

会

厚

生

委

員

会

建
設
環
境
委
員
会

村
木　

茂
議
員　

今
日
、
社
会
経

済
情
勢
が
大
き
く
変
化
し
、
複
雑

化
す
る
中
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
︵
非
営
利
団

体
︶
の
役
割
と
重
要
性
は
益
々
大

き
く
な
っ
て
き
て
い
る
。

　

今
後
も
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
団
体
が
増
え

て
い
く
中
で
、
行
政
と
民
間
が
お

互
い
の
役
割
を
分
担
し
な
が
ら
、

市
民
生
活
、
市
民
の
行
政
を
進
め

て
い
く
こ
と
が
必
要
と
思
う
。

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
に
対
す
る
期
待
も
増
え

て
く
る
と
思
う
が
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
に
何

を
期
待
す
る
か
、
市
の
考
え
を
聞

き
た
い
。

市
長　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
は
、
今
後
の
ま
ち

づ
く
り
の
担
い
手
と
し
て
、
大
き

な
可
能
性
を
期
待
さ
れ
て
い
る
。

　

そ
の
専
門
性
や
迅
速
性
な
ど
の

特
性
を
生
か
す
こ
と
で
、
よ
り
市

民
の
ニ
ー
ズ
に
沿
っ
た
サ
ー
ビ
ス

の
提
供
が
可
能
と
考
え
る
。

　

な
お
、
こ
の
ほ
ど
策
定
さ
れ
た

Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
及

び
協
働
の
推
進
指
針
に
基
づ
き
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
自
主
性
・
自
立
性
を
尊

重
し
、
側
面
か
ら
支
援
す
る
と
と

も
に
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
の
協
働
に
向
け

た
環
境
づ
く
り
に
努
め
た
い
。

奈
良
e　

久
和
議
員　

学
校
教
育

に
お
い
て
、
個
を
最
大
限
に
尊
重

し
、
一
人
ひ
と
り
を
大
切
に
し
た

教
育
が
行
わ
れ
る
こ
と
や
、
ス
ペ

ー
ス
的
に
余
裕
を
持
っ
て
生
活
、

指
導
が
行
わ
れ
る
環
境
を
整
え
る

意
味
か
ら
、
学
級
編
成
は
根
幹
に

か
か
わ
る
も
の
と
考
え
る
。

　

そ
こ
で
、
少
人
数
学
級
導
入
に

つ
い
て
、
市
の
考
え
を
聞
き
た
い
。

教
育
長　

子
ど
も
の
社
会
性
の
育

成
の
観
点
か
ら
は
、
学
級
規
模
は

小
さ
け
れ
ば
良
い
と
い
う
考
え
は

持
っ
て
い
な
い
。
各
教
科
の
特
性

に
応
じ
て
変
え
て
い
く
学
習
の
集

団
と
生
活
集
団
で
あ
る
学
級
を
区

別
し
て
考
え
て
い
く
方
針
で
あ
る
。

議
員　

教
育
の
充
実
等
を
図
る
観

点
で
、
少
人
数
学
習
、
指
導
を
充

実
さ
せ
て
い
く
こ
と
が
大
切
と
思

う
が
、
市
の
考
え
は
。

学
校
教
育
部
長　

教
科
の
特
性
に

応
じ
た
少
人
数
授
業
な
ど
、
多
様

な
指
導
方
法
で
教
育
効
果
を
上
げ

る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
考
え
て
お

り
、
今
後
も
、
こ
の
考
え
方
を
維

持
し
て
い
く
。

　

地
籍
調
査
事
業
の
推
進
に
つ
い
て

第
65
号
議
案

府
中
市
営
第
六
若
松
町
住
宅
改
築
工
事
請
負
契
約

第
62
号
議
案

府
中
市
立
学
童
ク
ラ
ブ
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

第
64
号
議
案

府
中
市
多
磨
町
一
丁
目
住
宅
地
区 

地
区
計
画
の
区
域
内

に
お
け
る
建
築
物
の
制
限
に
関
す
る
条
例

文
教
経
済
委
員
会

重
田　

益
美
議
員　

誰
も
が
、
住

み
慣
れ
た
地
域
で
暮
ら
し
続
け
る

た
め
に
は
、
そ
の
時
に
応
じ
た
住

ま
い
方
を
保
障
す
る
住
居
が
必
要

と
考
え
る
。

　

特
に
今
、
痴
ほ
う
性
高
齢
者
、

知
的
障
害
者
、
精
神
障
害
者
等
に

と
っ
て
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
は
、

大
変
重
要
と
言
わ
れ
て
い
る
。

　

そ
こ
で
、
市
内
の
空
き
家
を
利

用
し
て
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
を
作

る
考
え
が
あ
る
か
聞
き
た
い
。

福
祉
保
健
部
長　

グ
ル
ー
プ
ホ
ー

ム
は
、
家
庭
的
な
雰
囲
気
の
中
で
、

痴
ほ
う
性
高
齢
者
や
障
害
者
が
、

少
人
数
で
共
同
生
活
を
営
む
こ
と

に
よ
り
、
痴

ほ
う
の
進
行

防
止
や
障
害

者
の
自
立
を

促
進
す
る
こ

と
が
目
的
で

あ
る
。

　

そ
の
た
め
、

グ
ル
ー
プ
ホ

ー
ム
に
は
、

共
同
生
活
を

行
う
た
め
の

様
々
な
ス
ペ
ー
ス
及
び
施
設
の
整

備
が
必
要
と
な
る
。

　

こ
れ
に
対
応
で
き
る
建
物
で
あ

れ
ば
、
市
内
の
空
き
家
利
用
も
可

能
と
考
え
る
。

　

家
庭
か
ら
の
生
ご
み
処
理
に
つ
い
て

他

他

常任委員会からの審査報告常任委員会からの審査報告

グループホームづくり

地域の空き家を利用する考えは

対応できる建物があれば

　　可　能　と　考　え　る

ＮＰＯに対して

　　　市は何を期待するか

協働により市民ニーズに沿った

　　サービスの提供が図られる
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少

人

数

学

級

の

導

入

　
　
　

市
　

の
　

考
　

え
　

は

学

習

の

集

団

と

学

級

を

　
　
　

区

別

し

て

考

え

て

い

く


